
千葉県の企業誘致戦略
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
加
速

新
団
地
の
造
成
決
定

通行料金引き下げが継続されている東京湾アクアライン

幅
広
い
業
種
タ
ー
ゲ
ッ
ト
袖
ケ
浦
・
茂
原
、
経
済
効
果
に
期
待 か

ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
に
立

地
す
る
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所 条件緩和し誘致拡大自然と調和する環境

圏央道の建設急ピッチ成田空港、発着枠拡大進む

注目集めるかずさアカデミアパーク

　
千
葉
県
が
企
業
誘
致
で
攻
め
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
二
つ
の
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
を
決
定
し
、
県

南
部
の
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
で
は
立
地
環
境
の
改
善
に
着
手
す
る
。
今
月

日
に
は
東
京
、
本
日
は
大
阪

で
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
森
田
健
作
知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金
引
き
下
げ
継
続
や
２
０
１
２
年
度
内
の
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

圏
央
道

開
通
な

ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
進
展
が
あ
る
。
千
葉
の
弱
点
だ
っ
た
「
半
島
性
」
の
解
消
が
進
み
、
成
田
国
際
空
港

や
羽
田
空
港
、
都
心
へ
の
利
便
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月３１日 水曜日 　　

　
首
都
圏
を
ぐ
る
り
と
取
り

囲
む
総
延
長
約
３
０
０

の
圏
央
道
。
千
葉
県
内
で
は

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
か
ら

入
っ
て
茂
原
市
な
ど
県
中
央

部
を
縦
貫
し
、
茨
城
県
に
抜

け
る
ル
ー
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
こ
の
整
備
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

年
度
内
に
は
木
更
津
東

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ

Ｃ

―
東
金
Ｉ
Ｃ
間
の

・

９

が
開
通
す
る
。
湾
岸

部
と
内
陸
部
を
つ
な
ぐ
高
速

幹
線
道
路
の
完
成
で
、
周
辺

県
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的

に
向
上
。
全
線
が
開
通
す
れ

ば
千
葉
県
内
か
ら
都
心
に
入

ら
ず
に
神
奈
川
、
茨
城
、
埼

玉
の
各
県
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
成
田
・
羽
田
の

二
大
空
港
へ
の
利
便
性
も
向

上
す
る
。
ま
た
成
田
空
港
へ

つ
な
が
る
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
―
松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ
間
で

は
、
今
月
中
旬
か
ら
国
土
交

通
省
千
葉
国
道
事
務
所
が
地

権
者
へ
の
用
地
説
明
会
を
ス

タ
ー
ト
。
県
と
沿
線
市
町
は

用
地
取
得
促
進
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

し
、
整
備
を
急
ぐ
。

　
千
葉
県
木
更
津
市
と
川
崎

市
を
結
ぶ
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
で
は
、
通
行
料
金
引
き

下
げ
の
社
会
実
験
が
継
続
中

だ
。
平
日
の
大
型
車
交
通
量

が
実
験
前
に
比
べ
倍
増
し
、

大
型
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
誘
致

に
成
功
す
る
な
ど
、
社
会
実

験
は
地
域
経
済
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
実
験

は

年
３
月
ま
で
の
予
定
だ

が
、
県
は
現
状
料
金
の
恒
久

化
に
向
け
て
国
に
働
き
か
け

て
い
る
。

　
整
備
が
進
む
の
は
道
路
だ

け
で
は
な
い
。
成
田
空
港
で

は
発
着
枠
の
拡
大
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

年
度
に

万

回
だ
っ
た
発
着
枠
は
、
早
け

れ
ば

年
度
に

万
回
ま
で

増
や
さ
れ
る
。
国
内
線
が
拡

充
さ
れ
、
ま
た
格
安
航
空
会

社

Ｌ
Ｃ
Ｃ

が
相
次
い
で

成
田
空
港
に
就
航
。
国
際
線

で
は
韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
ア
ジ
ア
圏
へ
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

路
線
の
拡
充
が
見
込
ま
れ
、

県
内
立
地
企
業
は
成
長
市
場

へ
の
便
利
な
移
動
手
段
を
手

に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
県
は
６
月
に
千
葉
銀
行
と

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
に
関
す

る
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
千

葉
銀
行
の
持
つ
ア
ジ
ア
や
欧

米
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
海
外
企
業
の
県
内
誘

致
を
本
格
化
す
る
こ
と
が
狙

い
の
一
つ
だ
。
日
本
の
表
玄

関
で
あ
る
成
田
空
港
を
最
大

限
に
活
用
し
、
海
外
か
ら
も

投
資
を
呼
び
込
ん
で
い
く
。

　
立
地
環
境
が
向
上
す
る
一

方
で
、
県
内
で
は
企
業
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
工
業

用
地
が
不
足
し
て
き
た
。
県

は
景
気
が
悪
化
し
て
い
た

年
に
工
業
団
地
の
新
規
造
成

を
凍
結
。

年
間
で
分
譲
可

能
な
工
業
用
地
は
約
５
０
０

か
ら
約
２
０
０

ま
で
減

っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
県
は
３
月
、

年
ぶ
り
に
新
工
業
団
地
の
造

成
を
決
め
た
。
袖
ケ
浦
市
椎

の
森
の
「
袖
ケ
浦
椎
の
森
工

業
団
地

２
・
３
期

」

開
発
面
積

・
４

と
、
茂
原
市
下
太
田
の
「
茂

原
に
い
は
る
工
業
団
地
」

同

・
４

の
２
カ
所

だ
。

年
度
に
着
工
し
、

年
度
に
も
分
譲
を
始
め
る
。

　
袖
ケ
浦
団
地
は
館
山
自
動

車
道
・
姉
崎
袖
ケ
浦
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
２
・
５

、
茂
原
団

地
は

年
度
に
開
通
予
定
の

圏
央
道
・
茂
原
北
Ｉ
Ｃ

仮

称

か
ら
約
２
・
５

と
、
そ
れ
ぞ
れ
車
で
５
分
圏

内
の
好
立
地
。
両
団
地
は
幅

広
い
業
種
を
誘
致
対
象
と
す

る
方
針
だ
。

　
地
元
経
済
界
は
団
地
造
成

を
大
い
に
歓
迎
し
て
い
る
。

茂
原
市
周
辺
で
天
然
ガ
ス
を

開
発
す
る
関
東
天
然
瓦
斯
開

発
の
長
浜
新
太
郎
常
務
は

「

茂
原
に
い
は
る
工
業
団

地
の

羽
田
に
も
成
田
に
も

近
い
ア
ク
セ
ス
性
は
魅
力

だ
。
大
手
企
業
の
進
出
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
を
期
待

す
る
。

　
既
存
団
地
の
引
き
合
い
も

好
調
だ
。
特
に
東
日
本
大
震

災
以
降
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
安
定
し
た
地
盤
の
評
価

が
高
ま
っ
て
い
る
。
成
田
空

港
と
東
京
都
心
の
中
間
に
位

置
し
、
整
備
主
体
は
千
葉
県

企
業
庁
と
都
市
再
生
機
構
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
位
置
す
る

下
総
台
地
は
堅
固
な
洪
積
台

地
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

以
上
の
活
断
層
か
ら
も
離
れ

て
お
り
、
災
害
リ
ス
ク
は
低

い
。

　
す
で
に

件
以
上
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
が
集
積
し
、
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
の
立

地
も
盛
ん
だ
が
、
今
後
は
災

害
リ
ス
ク
に
敏
感
な
一
般
企

業
の
立
地
も
増
え
そ
う
だ
。

年
に
京
成
電
鉄
の
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
開
通
し
、

今
年
か
ら
は
国
道
４
６
４
号

北
千
葉
道
路

が
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
の
一
部
区
間
で
供

用
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
進
ん
で
い
る
。

　
交
通
網
の
整
備
で
、
千
葉

県
は
東
日
本
と
西
日
本
の
両

方
へ
の
優
れ
た
ア
ク
セ
ス
を

手
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
千
葉

県
の
企
業
立
地
は
湾
岸
部
や

北
西
部
、
成
田
空
港
周
辺
に

集
中
し
て
い
た
が
、
最
近
で

は
圏
央
道
沿
線
の
内
陸
部
や

南
部
で
立
地
を
検
討
す
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。

　
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア

パ
ー
ク
」

木
更
津
市
、
君

津
市

だ
。
木
更
津
北
Ｉ
Ｃ

か
ら
５

圏
内
で
、
バ
イ

オ
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
先
端
産
業
の

集
積
地
を
目
指
し
て

年
に

造
成
を
始
め
た
。
パ
ー
ク
に

は
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
な

ど
国
際
的
な
研
究
機
関
が
立

地
。
自
然
や
緑
に
囲
ま
れ
た

環
境
や
、
ホ
テ
ル
や
会
議
ホ

ー
ル
な
ど
充
実
し
た
付
帯
施

設
も
特
徴
だ
。

　
た
だ
、
長
引
く
景
気
低
迷

な
ど
で
、
現
在
で
も
民
間
企

業
用
地
の
約
４
割
が
売
れ
残

っ
て
い
る
。
誘
致
対
象
が
最

先
端
産
業
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て

い
る
、
環
境
保
全
を
重
視
す

る
あ
ま
り
に
企
業
の
緑
地
負

担
が
重
い
―
。
企
業
ニ
ー
ズ

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
原
因
だ

っ
た
。

　
し
か
し
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
進
み
、
最
近
で
は
羽

田
空
港
か
ら

分
の
近
さ
や

分
譲
価
格
の
安
さ
に
着
目
し

た
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
き
た
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
そ
う
と
、
県
は

パ
ー
ク
の
基
本
構
想
を
見
直

し
、
立
地
環
境
の
改
善
を
進

め
る
こ
と
に
し
た
。
今
後
は

立
地
企
業
の
審
査
基
準
を
見

直
し
、
よ
り
幅
広
い
業
種
に

誘
致
対
象
を
広
げ
る
。
ま
た

現
在
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
比

べ
大
き
す
ぎ
る
分
譲
区
画
の

分
割
・
小
規
模
化
を
検
討
す

る
。
そ
し
て
「
豊
か
な
環
境

と
の
調
和
」
と
い
う
パ
ー
ク

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
残
し
つ
つ

も
、
緑
地
率
の
引
き
下
げ
な

ど
、
企
業
の
緑
地
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
見
直
し
て
い

く
。

　
８
月
に
は
接
着
剤
メ
ー
カ

ー
の
協
立
化
学
産
業

東
京

都
千
代
田
区

の
立
地
が
決

定
。
パ
ー
ク
へ
の
企
業
立
地

決
定
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
約
３
年
ぶ
り
だ
。
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
向
け
の

高
機
能
接
着
剤
な

ど
、
機
能
性
樹
脂

の
研
究
開
発
と
製

造
を
行
う
予
定

で
、

年

月
に

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
を
、

年
１

月
に
生
産
・
製
造

試
験
棟
を
稼
働
す

る
。

　
造
成
開
始
か
ら

約

年
が
経
ち
、

「
よ
う
や
く
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
発
揮

で
き
る
土
壌
が
整

っ
て
き
た
」

県

商
工
労
働
部
企
業

立
地
課

と
い
う

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ

ア
パ
ー
ク
。
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
進
化

を
遂
げ
る
の
か
、

注
目
だ
。


